
議案第６７号 

 

新座市こども医療費支給に関する条例等の一部を改正する条例 

 

（新座市こども医療費支給に関する条例の一部改正） 

第１条 新座市こども医療費支給に関する条例（昭和４８年新座市条例第３４号） 

の一部を次のように改正する。 

次の表中下線の表示部分（以下この条において、改正前の欄にあっては「改

正部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、改

正部分をそれに対応する改正後部分に改める。 

改 正 後 改 正 前 

  

（支給の方法） 

第５条 ［略］ 

２ 前項の規定にかかわらず、市は、対象のこ

どもが現物給付を実施する埼玉県内の保険医

療機関等で医療を受けた場合には、当該保険

医療機関等の請求に基づき、一部負担金等を

対象のこどもの保護者に代わつて当該保険医

療機関等に支払うことができる。 

３ ［略］ 

 

（受給者の登録） 

第６条 ［略］ 

２ ［略］ 

３ 受給者は、保険医療機関等において医療を

受けようとする場合は、国民健康保険法又は

社会保険各法の規定による電子資格確認等に

より被保険者又は被扶養者であることの確認

を受けるとともに受給資格証を提示しなけれ

ばならない。 

（支給の方法） 

第５条 ［略］ 

２ 前項の規定にかかわらず、市は、対象のこ

どもが市長の指定する保険医療機関等で医療

を受けた場合には、当該保険医療機関等の請

求に基づき、一部負担金等を対象のこどもの

保護者に代わつて当該保険医療機関等に支払

うことができる。 

３ ［略］ 

 

（受給者の登録） 

第６条 ［略］ 

２ ［略］ 

３ 受給者は、保険医療機関等において医療を

受けようとする場合は、保険医療機関等に被

保険者証、組合員証又は加入者証及び受給資

格証を提示しなければならない。 

  

（新座市重度心身障がい者医療費支給に関する条例の一部改正） 

第２条 新座市重度心身障がい者医療費支給に関する条例（昭和５８年新座市条

例第２号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線の表示部分（以下この条において、改正前の欄にあっては「改

正部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、改

正部分をそれに対応する改正後部分に改める。 

改 正 後 改 正 前 

  

（受給者証の提示） 

第８条 前条第１項の規定により受給者証の交

付を受けた受給資格登録者（次条及び第１２

（受給者証の提示） 

第８条 前条第１項の規定により受給者証の交

付を受けた受給資格登録者（次条及び第１２



条において「受給者」という。）は、医療機

関等において医療を受けようとする場合は、

医療保険各法の規定による電子資格確認等に

より被保険者等又は被扶養者であることの確

認を受けるとともに受給者証を提示しなけれ

ばならない。 

 

（支給の方法） 

第９条 ［略］ 

２ 前項の規定にかかわらず、市は、受給者が

現物給付を実施する埼玉県内の医療機関等で

医療を受けた場合には、当該医療機関等の請

求に基づき、一部負担金等を受給者に代わつ

て当該医療機関等に支払うことができる。 

３ ［略］ 

条において「受給者」という。）は、医療機

関等において医療を受けようとする場合は、

被保険者証、組合員証又は加入者証を提出す

るとともに受給者証を提示しなければならな

い。 

 

 

（支給の方法） 

第９条 ［略］ 

２ 前項の規定にかかわらず、市は、受給者が

市長の指定する医療機関等で医療を受けた場

合には、当該医療機関等の請求に基づき、一

部負担金等を受給者に代わつて当該医療機関

等に支払うことができる。 

３ ［略］ 

  

（新座市ひとり親家庭等医療費支給条例の一部改正） 

第３条 新座市ひとり親家庭等医療費支給条例（平成４年新座市条例第１９号）

の一部を次のように改正する。 

次の表中下線の表示部分（以下この条において、改正前の欄にあっては「改

正部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次

のとおりとする。 

⑴ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

⑵ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部

分を当該改正後部分に改める。 

改 正 後 改 正 前 

  

（受給者証の交付） 

第６条 ［略］ 

 

（受給者証の提示） 

第６条の２ 前条の規定により受給者証の交付

を受けた者（以下「受給者」という。）は、

医療機関等において療養を受けようとする場

合は、医療保険各法の規定による電子資格確

認等により被保険者、組合員、加入者又は被

扶養者であることの確認を受けるとともに受

給者証を提示しなければならない。 

 

（支給の範囲） 

第７条 市は、受給者が支払った一の医療機関

等における対象者ごとの療養に係る一部負担

金のうち、それぞれ次に掲げる額を超える額

に相当する医療費を支給する。 

 

⑴・⑵ ［略］ 

２ ［略］ 

（受給者証の交付） 

第６条 ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（支給の範囲） 

第７条 市は、受給者証の交付を受けている者

（以下「受給者」という。）が支払った一の

医療機関等における対象者ごとの療養に係る

一部負担金のうち、それぞれ次に掲げる額を

超える額に相当する医療費を支給する。 

⑴・⑵ ［略］ 

２ ［略］ 



 

（支給の方法） 

第８条 ［略］ 

２ 前項の規定にかかわらず、市は、対象者が

現物給付を実施する埼玉県内の医療機関等で

療養を受けた場合には、当該医療機関等の請

求に基づき、一部負担金を受給者に代わって

当該医療機関等に支払うことができる。 

３ ［略］ 

 

（支給の方法） 

第８条 ［略］ 

２ 前項の規定にかかわらず、市は、対象者が

市長の指定する医療機関等で療養を受けた場

合には、当該医療機関等の請求に基づき、一

部負担金を受給者に代わって当該医療機関等

に支払うことができる。 

３ ［略］ 

  

附 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１条中新座市こども医療費

支給に関する条例第５条第２項の改正規定及び第２条中新座市重度心身障がい

者医療費支給に関する条例第９条第２項の改正規定は令和４年１０月１日から、

第３条中新座市ひとり親家庭等医療費支給条例第８条第２項の改正規定は令和

５年１月１日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の新座市こども医療費支給に関する条例第５条第

２項の規定及び第２条の規定による改正後の新座市重度心身障がい者医療費支

給に関する条例第９条第２項の規定は、令和４年１０月１日以後に受けた医療

に係る医療費について適用し、同日前に受けた医療に係る医療費については、

なお従前の例による。 

３ 第３条の規定による改正後の新座市ひとり親家庭等医療費支給条例第８条第

２項の規定は、令和５年１月１日以後に受けた療養に係る医療費について適用

し、同日前に受けた療養に係る医療費については、なお従前の例による。 

 

 

  令和４年５月３０日提出 

 

新座市長 並 木  傑 

 

 

   提 案 理 由 

こども医療費、重度心身障がい者医療費及びひとり親家庭等医療費の支給の方

法を改めるとともに、所要の規定の整備を図りたいので、この案を提出するもの

である。 


